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SNPs が ITP の発症・臨床症状だけでなく治療効果にも関
与することを報告した（Kasamatsu T et al. Br J Haematol. 
2018; 180: 705-714.）．多発性骨髄腫（MM）患者の検討では，
PD-1 ハプロタイプの GCC╱GCC 型が MM 患者で多く，
PD-L1 の高発現型では血清アルブミン値が低いことが示




























負荷食のような場合，増加した TG の約 90％が RLP-TG
であることが明らかとなった．
　以上の結果から，脂肪の取り過ぎや運動不足により血中
VLDL レムナントが増加することにより内臓肥満が誘導
され，その結果としてインスリン抵抗性が惹起され，メタ
ボリックドミノを引き起こす原因ではないかと考えている．
過食等により血糖値の増加を防ぐ事により糖尿病を予防で
きるように，血中レムナントを増加させないことによりイ
ンスリン抵抗性をはじめ動脈硬化性疾患を予防できると考
えている．
